
論文誌「ICT活用教育方法研究」刊行について

公益社団法人 私立大学情報教育協会

本論文誌は，ICT利用教育改善発表会運営委員会が組織する編集委員会の編集により刊行され，掲載されている論文は選考審査を経

て本誌に収録されたものである．ICT利用による教育改善研究発表会の概要および論文誌刊行の経緯については，以下の通りである.

Ⅰ．ICT利用による教育改善研究発表会について
１．設立の経緯

大学におけるICTを活用した教育や情報教育の望ましい内容・水準について研究を行うため，全国レベルの関係者からなる自主的

な研究組織が必要であるという認識に基づいて，私立大学情報教育協会により1992年（平成４年）に「情報教育方法研究会」を設

置し，運営委員会を組織した．1993年（平成５年）から毎年「研究発表会」を開催し，文部科学省，国公私立大学・短期大学，関

係団体等の専門家の協力を得て，今日に至るまで活動を継続している．

２．発表会の目的

発表会の活動目的は次の通りである．

(1) 全国の国公私立大学・短期大学教職員を対象に，教育改善のためのICT活用によるFD（ファカルティ・ディベロップメント）　

活動の振興普及を促進・奨励し，その成果の公表を通じて大学教育の質的向上をはかる．

(2) 優れた発表に対して論文誌に掲載するとともに，文部科学大臣賞や協会賞を授与し，その教育業績を顕彰する．

３．研究の評価および選考

研究の評価および選考は，書類選考，１次選考，２次選考に加えて，本論文誌掲載のため論文選考を行っている．その運営は以

下の順序で行われる．

(1) 書類選考

応募者の中から申込用紙により１次選考の研究発表を書類選考する．（選考組織：ICT利用教育改善発表会運営委員会）

(2) １次選考

ICT利用による教育改善研究発表会の発表内容および発表の抄録により，２次選考の対象となる研究発表を選定する．

（選考組織：授賞選考委員会）

(3) ２次選考

論文原稿と１次選考の発表を収録したビデオおよび発表時の配付資料により，授賞の研究発表を決定する．

（選考組織：授賞選考委員会）

(4) 論文選考

１次選考を通過した研究の論文に対し，論文誌掲載について選考する．（選考組織：論文編集委員会）

Ⅱ．論文誌への掲載方針
論文誌へ掲載する論文は，１次選考を通過した研究を前提とし，必ずしも授賞研究に限定しない．

Ⅲ．平成25年度の論文誌（第16巻第１号）発行までの経緯
１．予備（書類）選考

実施日　　　　　　平成25年５月12日（土）

件数　　　　　　　応募35件のうち34件選考（後日２件辞退のため32件）

２．１次選考

実施日　　　　　　平成25年８月10日（土）

件数　　　　　　　32件発表のうち９件選考

３．２次選考

実施日　　　　　　平成25年10月５日（土）

件数　　　　　　　２件授賞

＜受賞者＞

奨励賞　（２件）

「講義に替わりうるICTを用いたチーム基盤型学習（TBL)システムの開発）」

日本歯科大学新潟生命歯学部　葛城　啓彰

「歯学教育を支援する学習到達度判定・Web自己学習統合システム」

北海道医療大学薬学部　二瓶　裕之、和田　啓爾、小田和明、中山　章、唯野　貢司

歯学部　斎藤　隆史、千葉　逸朗　

４．論文選考

実施日　　　　　平成25年10月５日（土）

件数　　　　　　投稿９件から９件採用

以上

平成23年度発刊　第13巻第１号　目次　筆者名の訂正について

千歳科学技術大学 林　康弘氏の氏名に誤りがありましたので、お詫びして訂正いたします。
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公益社団法人 私立大学情報教育協会
ICT利用による教育改善研究発表会論文執筆規程
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1999年７月改定
2000年７月改定
2001年７月改定
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2003年７月改定
2006年７月改定
2009年７月改定
2010年８月改定
2012年８月改定

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

１．論文誌刊行の目的
論文誌は，大学（短期大学を含む）の教職員による，情報

通信技術（ＩＣＴ：Information and Communication
Technology）及びこれを活用した教育方法の自主的な研究
を促進・奨励し，その成果の発表・評価を通じて大学教育全
般の質的向上を図ることを目的として刊行する．

２．論文誌の編集
論文誌の編集及びこれに掲載する論文（以下，「論文」と

いう）の審査は，ＩＣＴ利用教育改善発表会運営委員会の組
織する論文誌編集委員会（以下，「編集委員会」という）が
行う．

３．論文の内容及び形式
(1)　論文は，下の各項に掲げる範囲に属し，かつ未発表の　

研究又は開発成果を内容とし，有用性・新規性等の点にお
いて優れていると評価されるものとする．

①　情報通信技術を活用した教育・学習方法の研究　　
②　情報教育・学習方法の研究
③　上記以外の教育改善に関わる研究

(2)　論文は適切な倫理的配慮がなされているものとする．

４．論文原稿の書式・提出手続き
論文原稿は，「論文原稿・CD-ROM収録資料の作成要領」

の規定する書式に従い，編集委員会の定める期日までに提出
しなければならない．

５．論文の審査及び採否の決定
(1)　論文の採否は，下の各項に掲げる審査の過程を経て，

編集委員会が決定し，著者に通知する．編集委員会が不採
択と決定した論文については，その理由を著者に通知する．

①　ICT利用による教育改善研究発表会における研究
発表（発表選考）

②　提出論文の査読（論文選考）

(2)　論文は次の場合に不採択とする．
①　論文の内容が既に公表されたものである場合
②　論文の内容が不十分で，有用性が認められない場合
③　論文の構成や文章表現に問題があり，部分的修正で

は改善の可能性がない場合
④その他，編集委員会が不適当と判定した場合

６．論文掲載の辞退
論文の著者が何らかの理由があって論文掲載の辞退を希望

する場合には，直ちに著者は編集委員会に対し，署名捺印し
た理由書を付してその旨を申し出なければならない．

７．著作権等の取り扱い
(1)　掲載論文及びCD-ROM収録資料（以下，「論文等」とい

う)は，公益社団法人私立大学情報教育協会（以下，「協会」
という）に対して，排他的に無償の利用許諾が無期限でな
されたものとして扱う．ただし，利用許諾の範囲は，論文
等の複製，翻訳，映像化（翻案），送信可能化を含む公衆
送信に限るものとする．

(2)　論文等の作成に際して利用した素材およびコンピュー
タプログラム等については，当該素材等の著作者・著作権
者・著作隣接権者等から必要な許諾（送信可能化を含む）
をあらかじめ得て，その内容を編集委員会に報告しなけれ
ばならない．

(3)　論文等が論文誌に掲載される等の方法で公表された結果，
名誉毀損等の民刑事責任を問われることとなった場合には，
論文等の提出者のみによって当該紛争を解決しなければな
らない．協会は，いかなる紛争にも関与しない．
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